組織的な大学院教育改革プログラム

「理系の実践型女性科学者育成」

院生企画セミナーII実施報告書

２００９年８月７日

専攻・講座名　　複合現象科学専攻　複合情報科学講座

学年　　　　　　　博士後期課程１年

氏名　　　　　　　　　　　藤田　恵

題目　　　エージェントの知能化に向けて

講師　　　　　　　　　　　林　久志氏　

（東芝　研究開発センター　知識メディアラボラトリー）

日時　　　　　　　２００９年７月３１日

　　　　　　　　　　　　１４：４０〜１６：１０

場所　　　　　　　　　　　　　G２１０

　　------------------------------------------------------------------------

今回の院生企画セミナーでは、ロボットの知能部分を主に研究しておられる、林久志様を招いて講演していただきました。

参加人数は１０名で、奈良先端科学技術大学院大学からの学生や研究生の方々も来ていただいて、ロボット関連の興味深いお話をしていただきました。

[image: image1.jpg]



今回の林様の講演では、ロボットの知能的制御や、コンピュータ内でのシミュレーションにおける知能的な振舞や、コンピュータ間を行き来する移動エージェントとよばれるエージェントの紹介をしていただきました。

ロボットのエージェント部分や、あるゲームでのシミュレーションにおける人間の振舞に使われたエージェントはBDIエージェントを使用したもので、BDIエージェントの基本的ルールであるif-thenルールがロボットなどの行為決定に特に記述しやすいとのことでした。

ロボット関連についてのお話では、やはりエージェントのような仮想空間と現実空間とでは、大きく異なる場合が多く、特に視覚部分での認識情報の取得が非常に難しいと仰られておりました。

そして、なによりも人手を非常に必要とする分野であるとの御指摘もいただき、将来ロボット関連でのエージェント構築を目指すのであれば、もっとたくさんの人とのつながりを増やして、プロジェクトを実現できるようにしていくことが重要なのだということを教えられました。

ロボット関連以外でも、林様の行われた仕事の数々は非常に興味深いものであり、特に、HalfLife2のデモ画面のエージェントの行動は非常に見る人を惹きつけるようなものがありました。ゲームの世界にもエージェントが使われて、今までの単純な行動しか起こせないものではなく、複雑な行動がとれるようになってきているのも、やはりエージェントの設計がきちんとしたものになってきているからだと思われます。
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講演後も、特にロボット関連に明るい方々が熱心に質問されて、大変興味深く、楽しい講演となって、この講演会をがんばって開催できてよかったと思いました。

最後に講師の林様に心より感謝申し上げます。

忙しい中、この講演のために奈良女子大学まで足を運んでいただき本当にありがとうございました。

